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新和地区では、昨年度から小・中学校のコミュニティ・スクール（学校運営協議会）を立ち上げ、「地域と

ともにある学校づくり」をより一層推進しています。新型コロナウイルス感染拡大のため延期していた、第１

回学校運営協議会を７月１０日（金）に新和小学校で実施するこ

とができました。小・中学校の経営方針を説明した後、「学習支援

コミュニティ」「環境・安全コミュニティ」「心と体コミュニティ」の３

部会に分かれ、今後の取り組み等について話し合いました。学校

応援団としての貴重な意見が出されました。なお、協議会の活動

内容等は、学校ホームページで紹介していきます。

今年度の学校運営協議会委員の皆さんを紹介します。お世話になります。

本校では、総合的な学習の時間を中心に、地域学習を行っています。これは、子どもたちが地域のよさを

知るよい機会となっています。今年度は新型コロナウイルス感染拡大の影響で、仕切り網体験（４年）が中

止となりましたが、７月になり、次のような地域学習を実施することができました。なお、外部からの来校を制

限していたために取りやめていた読み聞かせは、２学期から実施します。

氏 名 役 職 名 氏 名 役 職 名
会 長 谷山 二亮さん 新和町づくり協議会会長 柳 圭子 さん 主任児童委員代表
副会長 新木 健一さん 新和小 PTA会長 角平 義明さん 市老人クラブ連合会新和支部長
副会長 田中 博一さん 新和中 PTA会長 益田 聖也さん 新和駐在所巡査部長
須加原 昭博さん 行政区長会代表 上原 晴喜さん 新和駐在所連絡協議会会長
吉岡 賢龍さん 新和町公民館長 本田 津枝子さん ひだまり児童クラブ代表
新木 銘子さん 新和町づくり推進課課長 福岡 得史さん 小宮地保育園長
山川 一幸さん 子ども見守り支援代表 山川 元子さん 食生活改善推進委員会長
長田 良信さん 社会福祉協議会新和支所長 花谷 雄治さん 地域学校協働活動推進員

第１回学校運営協議会

７/９（木）：作陶教室
鬼池焼光窯の野崎様に指導

していただきました。素敵なプ
レートができました。

７/21（火）：はまぼう群生地見学
天草市の花に指定されている
はまぼうの生態や干拓事業につ
いて学習を深めました。

地域学習 作陶教室、はまぼう（６年） 稚魚放流（５年）

７/16（木）：稚魚放流体験
大多尾漁港で鯛の稚魚放流を

体験しました。大多尾の漁業につ
いても学ぶことができました。



８月行事予定
８/１(土）～８/19(水）：夏休み
８/12(水)～８/14（金）：学校閉庁
２０日（木）：２学期始業式
２３日（日）：PTA美化作業
２８日（金）：歯科検診

「ふわふわ言葉を使い、いじめはぜったいしません」ということを意識付け、思いやりの心を育
てていきたいと考えています。今回の人権旬間にあたって、校長講話を２回行う機会がありました
ので、子どもたちに次のような話をしました。

子ども民生委員委嘱状交付式

ＰＴＡ美化作業について
日時：８月２３日（日）６：５０集合

作業時間７：００～８：２０
参加者：児童、保護者、教職員
作業内容：除草、芝はがし、溝さらい 等

児童は、学級園の草引き
持参物：ねじり鎌等、除草に必要な道具
※雨天時は窓拭きをしますので、雑巾をご持
参ください。
※刈り払い機が多いと作業がはかどります。
ご協力をお願いします。

人権旬間(６/２２～７/３)での話

命を守る交通教室
６月２６日（金）に子ども民生委員の委嘱状

交付式が行われました。子ども民生委員の事業
は、地域社会の一員としての自覚と思いやりの
心を育て、地域のお年よりに対するあいさつ運
動や訪問活動を自ら進んでできる児童を育てる
ことを目的にしています。当日は、新和圏域地
域福祉推進委員会の谷山二亮委員長より、４年
生児童に委嘱状が交付され、全員で「天草市子
ども民生委員信条」を朗読しました。昨年度は、
地域のお年寄り
に年賀状を送る
取組を行いまし
たが、今年度も
「思いやりの心」
を育てる活動を
行っていきます。

６月２３日（火）に交通教室を実施しました。
今年は、１年生と地区内での自転車乗りができ
るようになる３年生が参加しました。天草市交
通安全協会の方から、事故を防ぐための歩き方
や自転車の乗り方について指導していただき
ました。話の聞き方が良かったので、交通安全
協会の方からお褒めの言葉をいただきまし
た。昨年度は、ヘルメットを被らずに自転車に
乗っている低学年を見かけました。自分の命は
自分で守ることができるよう、ご家庭でも話題
にしていただければと思います。

「使うと減るものは何だろう？」 鉛筆、消しゴム、セロテープ、お金・・・・たくさん答えが
返ってきました。「では、使っても減らないものは何だろう？」 その時６年生の愛来さんが、「心」
と答えてくれました。『その通りです！ どんな心かというと「やさしい心」です。「やさしい心」
はいくら使っても減りません。それどころか、心が育ち、友だちが増えることでしょう。反対に
「いじわるな心」を使うと、友だちがどんどん減っていきます。「やさしい心」を届ける一つの方
法が言葉です。「ありがとう。すごいね。がんばってるね。ドンマイ。どうしたの。一緒に遊ぼう。」
といったふわふわ言葉をたくさん使いましょう。』

「自分がされて嫌なことは？」 ちくちく言葉を言われること 無視されること 打ったり蹴
ったりされること コソコソ話をされること 仲間外れをされること・・・・子どもたちからたく
さん出されました。『どれもとっても嫌なことですね。自分がされて嫌なことの大部分は「いじめ」
だと校長先生は思っています。いじめによって自殺をする人がたくさんいます。大事な命が失わ
れています。熊本県の子どもたちにもいます。とても悲しいことです。自分がされて嫌なことは
人には絶対しません。なぜならそれは、いじめだからです。』

学校ホームページに「食育コーナー」を設置しま
した。給食メニュー（写真付き）や食育だより等を
アップしています。学校からのお便り→食育から
ご覧いただけます。




